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　筆者はこれまでの研究で、第 1 段階と第 2 段階における三井家の営業店の会計方法や会
計帳簿に関する先行研究は、特定の研究者に依存している傾向にあること（飯野、2016、p. 
22）、三井家の会計研究において時系列分析による動的な研究はほとんどないこと（飯野、






























































　両替店の『両替店新建帳』（三井文庫所蔵史料、続 1700-1 ～ 3）は享保元（1716）年 7 月





















本 1086）がある。『綿店規矩録』は、大元方が設立される直前の宝永 6（1709）年 12 月に定
められた。
　京都糸店の『糸店建之覚』（三井文庫所蔵史料、続 1480）は、享保 15（1730）年にこれま




































































本 1748）に享保 13（1728）年下期から元文 2（1737）年上期まで、『目録帳　五番』（三井文









運用は第 1 に大坂両替店に重点が置かれていたこと（賀川、1985、p. 187）があげられるだろう。
　「貸方」は、今日の資産の部に相当する。「貸方」で多くを占めているのが、「延為替并当
座為替」「家質貸」「質物貸」の 3 項目である。これらはいずれも大坂町人への貸付であり（賀
表 3　大坂両替店の『勘定目録』の財産計算部分（享保 15 年下期）
享保―元文期における三井両替店一巻の会計実務と財務内容　飯野幸江 9








　 後に、「預り方」合計 3,582 貫 701 匁 4 分 6 厘 9 毛と「貸方」合計 3,625 貫 467 匁 6 分 7








　 後に、「利足之分」合計 171 貫 319 匁 2 分 0 厘 8 毛と「払方」合計 117 貫 853 匁 0 分 0
厘 3 毛の差額が計算される。これが「〆」の 53 貫 466 匁 2 分 0 厘 5 毛である。さらにここ
から「要銀積」




















　両替店一巻としての当期純利益は、期末総資産である「当季有銀ニ立」2,546 貫 645 匁 8




表 5　両替店一巻の『大録』（享保 15 年下期）
享保―元文期における三井両替店一巻の会計実務と財務内容　飯野幸江 11
匁 9 分 1 厘であり、これが両替店一巻の当期純利益となる。
　『大録』では、京都・江戸・大坂の各両替店の『勘定目録』で計算された当期純利益が、
それぞれ「京店延銀」「江戸店延銀」「大坂店延銀」として計上される。大坂両替店の『勘定
目録』で計算された大坂両替店の当期純利益 42 貫 766 匁 2 分 0 厘 5 毛（表 3と表 4を参照）
も、「大坂店延銀」として『大録』に計上されている。「京店延銀」「江戸店延銀」「大坂店延銀」
























「京江戸大坂延銀高預二ノ法要銀積」の 4 項目合計 1,361
貫 151 匁 2 分 7 厘 7 毛を差し引いて、366 貫 177 匁 1 分 9 厘 2 毛を算出する。これからさら
に 3 項目の十分一 71 貫 150 匁を差し引いた「申酉戌三ケ年功納外正味延銀」295 貫 027 匁 1
分 9厘 2毛が、大元方に上納される功納外延銀となる。そして、これに年賦納貸の残高である「未
年迄功納外延銀戌年迄之納残り」608 貫 292 匁 1 歩 9 厘 1 毛を加算したのが、「店持高」903 貫
319 匁 3 分 8 厘 3 毛となり、これが享保 15（1730）年下期の年賦納貸として『大元方勘定目録』
の資産の部に計上されるとともに、両替店一巻の営業資金として利用されるのである。
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　修正後の投下資本利益は 2,405 貫 730 匁 9 分 0 厘 4 毛＋ 570 貫＝ 2,975 貫 730 匁 9 分 0 厘 4

























図 2　両替店一巻の「延銀」（享保 4年上期～元文 5年下期）







図 4　両替店一巻の投下資本と投下資本利益率（享保 7年上期～元文 5年下期）
図 3　両替店一巻の「当季有銀」と不良債権率（享保 7年上期～元文 5年下期）
（出所） 享保 7 年上期から元文元年下期までの両替店一巻『大録』（使用史料 [44] ～ [80]）
および『目録寄歩廻控』（使用史料 [81]）から作成。



















図 5　両替店一巻の修正投下資本と修正投下資本利益率（享保 10 年下期～元文 5年下期）















入ると完全に逆転し、元文 5 年には 50％を超えた。表 2にあるように、大元方への功納は
両替店が本店よりも多いにもかかわらず、本店の上納額が両替店のそれを上回ったのは、本
店の臨時納が両替店のそれよりも多いからである。臨時納は、享保 7（1722）年上期から上
納されるようになるが、その時の臨時納は、本店が 63 貫 275 匁であったのに対し、両替店
は 11 貫 579 匁である。それが元文 5（1740）年下期には、本店が 107 貫 700 匁であるのに対
















図 7　大元方の収益に占める両替店一巻の上納額の割合（享保 4年上期～元文 5年下期）
（出所） 西川（2003）pp.8-9、pp.14-15 から作成。
図 8　大元方からの投融資額（享保 4年上期～元文 5年下期）
（出所） 西川（2003）p.3、p.10、および享保 4 年上期から元文 5 年下期までの大元















かずつ下がっており、享保 4 年上期の割合が全営業店で 3.0％、両替店で 3.7％であったのが、







図 9　投融資額に対する上納額の割合（享保 4年上期～元文 5年下期）
（出所） 西川（2003）p.3、p.10、および享保 4 年上期から元文 5 年下期までの大元






























竺遺書』では三井家同苗を、本家 6 軒、連家 3 軒と定めている（三井・山口、1969、pp. 232-
233、三井文庫、1973、pp. 3-4）。その後、連家は享保 15（1730）年と元文 5（1740）年にそれぞ
れ 1 軒ずつ増え 5 軒となった（三井文庫、1980、p. 126）が、嘉永 3（1849）年に連家 2 軒が同

































いて、「預り方」の「要銀積」90 貫 566 匁 0 分 0 厘 2 毛には、「利足之分」と「払方」の部分の「要









所（1883）は要銀積を「積立金」（p. 208、p. 212、p. 250）と述べている。
7) 各営業店の留保利益の大元方への上納は、宝永 7（1710）年の大元方設立以降、正徳 3（1713）年、
享保元（1716）年、享保 3（1718）年、享保 6（1721）年、享保 9（1724）年に行われている（三井・
山口、1969、p. 255）。両替店が留保利益を功納外延銀として大元方に上納するようになったのは、
三年勘定が制度化された享保 12（1727）年下期以降である。






10) 享保 4（1719）年上期から元文 5（1740）年下期までの大元方における主要財務数値の一覧が、
西川（2003）で紹介されている。
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